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説明的文章の学習指導における複数教材活用の視点
吉　川　芳　則
（兵庫教育大学）
本研究では，説明的文章の学習指導において複数教材を効果的に活用するための実践的な視点について考察した。すなわ
ち，複数教材を用いた先行実践例を＜2教材活用型＞とく多教材（3教材以上）活用型＞の二つに分類し，教材活用の方法，
選定した教材問の関係，指導の方針，時数，学習活動，指導上の留意点等の観点から分析を試みた。結果，以下の点が明ら
かになった。1）認識方法の習得，自己の発想の獲得等，当該単元でめざす学習内容との関係で活用型を使い分ける。2）
教材選定に際しては題材，発想，文章構造を観点とし，各観点における共通性，差異性を検討する。3）選定した教材の活
用に際しては，同時活用と順次活用とに分け，く2教材活用型＞では目標との関連で同時活用と順次活用の使い分けをする
こと，く多教材活用型＞では順次活用を基本とすることが望ましい。
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1　研究の目的と方法
説明的文章の学習指導においては，単数教材を用いる
ことが多く，複数教材を用いることは低調であるのが一
般的な傾向である。「総合的な学習の時間」の実施もあ
り，複数の情報を処理・活用することの重要性は認知さ
れているものの，説明的文章の授業への導入は進んでい
ないのが現状である。
説明的文章の学習指導において複数教材を活用するこ
とに対する批判は，これまでにもなされてきた。すなわ
ち，森田（1989）は複数の教材を視野に入れつつ，読み
広げ，読み深めを目指す指導は，特定の教材を無条件に
絶対化することを避ける意味では評価できるものの，読
み広げが中心になり，散漫な学習になりがちであり，教
材の数を増やすことは学習者の負担を増やし，一つひと
つの教材の読みを粗いものにする可能性が大きく，実践
的にも欠陥が目立っことを指摘した1）。また森田
（1998）は，複数教材の導入は，自己との比較という活
動が成立しがたい時に細心の注意を払って行うのでなく
てはならないのであり，単一教材の学習すら不十分な時
に，複数教材の学習をすることによって期待できるもの
は少なく，時には有害ですらあるとした2）。渋谷
（1999）も教材論，授業論の動向から，説明文教材を情
報資料として見る立場とその授業の問題点について述べ
る中で，当該教材と関連する情報を多く与えたなら，そ
れが学習としてどのような意味があるのかを省みること
が必要であることを指摘したユ）。
これらの指摘を見ると，目標に対応した形での，複数
教材を活用した学習の内容と方法とが整理されていない
ことが実践上の問題点であると考えられる。複数教材を
用いた説明的文章の学習では，何を中心的にねらい，そ
のためにどういうことを，どのような指導によって学ば
せることが望ましいのか。このことについての知見は，
曖昧な状況であると思われる。
本研究では，先行実践例を検討し，その特徴を整理す
ることで，複数教材を効果的に活用するための実践的な
視点を兄いだすことにする。
2　分析・考察の対象とする実践事例
先にも述べたとおり，複数教材を用いた実践は単数教
材を用いた実践とは違い必ずしも多くはない。そうした
現状において，以下で検討対象とする事例は，学会誌掲
載論文または単行本所収実践レベルでの数少ない本格的
な報告である。これらは実践記録や考察部分の記述が丹
念になされており，これらを超える複数教材対象の実践
報告は，実践そのものが低調であることを受けて，管見
では他には見当たらない。したがって，これらの実践例
を検討することで，複数の説明的文章教材を効果的に活
用するための視点を見出すことは意義があると考えた。
なお，複数教材を用いた説明的文章の実践事例を検討
するに当たっては，実際の実践のありようから，取り扱
う教材数によって＜2教材活用型＞とく多教材（3教材以
上）活用型＞の二つに分類することにした。
＜2教材活用型＞
（1）田中（1989）……「通潤眼鏡橋」「橋と日本人」
を用いた授業（中学2年）4）
（2）澤本（1991）・‥‥・「子どもたちの祭り」「おにの
話」を用いた授業（3年）5）
（3）河野（1996）・・‥‥「粉と生活」「くらしの中のま
るい形」を用いた授業（5年）6）
＜多教材活用型＞
（1）河野（1996）……「二十一世紀に生きる君たち
へ」「君たちはどう生きるか」「生きることの意味‥・
ある少年のおいたち」の初めの言葉「ぼくが世の
中に学んだこと」の終わりの言葉「『わたし』と
はだれか」を用いた授業（6年）7）
（2）吉井（1996）・‥…「太陽のめぐみ」「オゾンがこ
われる」「人間がさばくを作った」「宇宙船地球号」
他を用いた授業（6年）g）
3　実践事例についての考察
3．1＜2教材活用型＞の実践の場合
3．1．1田中実践について
本実践の特徴は，「比較読み」指導の有効性を問うて
いるところである。実践者は，自身が行った古典短歌の
調べ学習指導の反省点として，内容的なまとめについて
は資料が多いほど資料にひきずられやすい傾向があった
ことを指摘し，収集した情報をどのように理解し活用さ
せていったらよいかという中間の手だてを講じず，生徒
各自の読み取りにまかせたことを課題としてあげた。そ
して，こうした課題克服のための異体的方策として「比
較読み」を取り上げたとしている。指導のねらいは，以
下のとおりである。
・課題を解決する方法の一つとして「比較する」とい
う方法を知り，自己学習での課題を解決する技能を
身につけさせる。
・「比較読み」を通して文章の特質をっかみ，筆者の
ものの見方・考え方の違いをとらえさせる。
これらのねらいを達成するために「通潤眼鏡橋」「橋
と日本人」の2教材を選定したが，その際には「同じ課
題を扱いながら，筆者のものの見方，とらえ方の違いが
明確に出ているもの，文章スタイルにも違いがあるもの」
を選定の観点とした。
「比較読み」を進めるに当たっての手だてとしては，
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次のような7項目を生徒に示している。
①用いられている語句や中心となっている語句などの
違い
②話題のとり上げ方の違い
③説明の詳しい部分の違い
④筆者の考えの筋道（展開の仕方）の違い
⑤筆者の言いたいこと（意見）の違い
⑥筆者の気持ち（感想）の表れ方の違い
⑦文章全体についての工夫の仕方，表現の仕方の違い
こうした具体的な観点が示されることで，初めて比較
して読むことが可能になり，漠然とした「比べ読み」を
回避することになったと考えられる。
単元展開（全7時間）は，以下のようである。
・学習のねらいと進め方，方法の提示を行った後，2
教材を通読。大意を捉え，興味を持ったことや疑問
に思ったことをあげて，比較項目に基づいて予測を
たてる。
・比較項目に基づく文章の比較検討（グループ学習。
1グループ（4～5名）で二つの項目を選んで学習。
結果をプリントにまとめる。）
・グループ学習の結果を発表する。発表内容をもとに，
全体でのまとめを行う。
プリントにまとめる際には，2教材の文章の比較内容
がよくわかるように，小見出しの活用，表や図式化など
の書き方の工夫をするよう指導している。
こうした学習の成果について，実践者は最終発表に向
けて生徒がまとめたプリントの内容を比較項目に照らし
合わせて分析し，次のような結果を得たことを報告して
いる。すなわち，生徒は一つの比較項目を検討すること
で，その観点で文章を読み比べ，読み比べた結果をまと
めることで，筆者のものの見方や考え方の違いを捉える
ことができた。具体的には，上記7項目のうちの①「用
いられている語句や中心、となっている語句などの違い」
③「説明の詳しい部分の違い」④「筆者の考えの筋道
（展開の仕方）の違い」⑤「筆者の言いたいこと（意見）
の違い」の項目の結果に有効性が認められたとしている。
本実践では，比較して読むという読み方に特化し，め
あても「筆者のものの見方・考え方の違いをとらえさせ
る」ことを中核に，「比較する」という課題解決方法の
技能習得に置かれた。そして，こうしためあてを達成す
るために，二つの教材を同時に与え，それらの題材は同
じにし，その題材の捉え方（発想），文章構造は差異の
あるものを選定した。また比較のための観点を具体的に
示すとともに，比較項目を一つのグループにつき二つに
限定するなど，「比較読み」のための手だてが周到にな
されたことが，複数教材を活用する上で有効に作用した
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と推察された。
3．1．2　澤本実践について
本実践は，3年生の説明的文章の学習指導上の問題点
として，個々の事例を関係づけて要旨に結ぶこと，事例
の機能に目を向けることをあげ，学習者が教材特性をとら
えて適切な読みの方法を用いられるよう方法意識を育てる
ことを意図して行われた。具体的には，事例列挙型説明文
を用いて，以下のような単元目標を設定して実践された。
・各地の伝統行事に関心をもち，事例紹介の説明を読
み，説明や書き出し，まとめの文章に注意して内容
を理解する。
・事例の挙げ方，書き出しと結びの書き方の特徴に気
付くと共に，列挙された事例を読みとって整理する
方法を身に付ける。
・この学習を踏まえ，身近にある伝統行事を調べ，八
百字程度の作文にまとめることができる。
実践に当たって選定された2教材は，題材も文章構成
も似たものとなっている。こうした教材選定の観点は，
先の田中実践が二つの教材を同時に与え読ませる方法を
とった場合とは異なっている。
澤本はこうした教材選定について，先行する「子ども
たちの祭り」で教師と共に精読を行い，次に「おにの話」
で学習者の自立的な読みを行うよう配慮した結果であり，
本単元を3年生の説明的文章学習の仕上げとして位置づ
けたと述べている。単元展開は以下のとおりである（末
尾のマル数字は時数。以下同じ）。
・「子どもたちの祭り」を読み内容をまとめる。④
・「おにの話」を読み，内容をまとめる。（診
・「ながしびなの里」を読みまとめる。（時数不明）
・書き出し・結びの書き方や事例の挙げ方の特徴を捉
える。調べたことを整理し紹介し合う。①
・構想を立てて作文を書く。（時数不明）
「子どもたちの祭り」では，次のような学習が具体的
に行われた。
・事例ごとに読んで内容を要約し，表を完成する。
・事例の説明方法と構成の確認，話題提示・まとめの
段落の要約をする。
・表を完成し文章構成を確かめながら，説明の手法一
事例列挙の方法，説明の観点や話題提示とまとめの
仕方－，情報としての価値など確認する。
方法意識を育てるために，事例列挙の方法等をメタ的
に捉えさせようとしている意図がうかがえる。
続く「おにの話」の授業については，ねらいどおりに
学習者はすぐに「子どもたちの祭り」と同様の列挙型で
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あることに気づき，学習の見通しを立て，同様の方法を
用いながらも手順の省略や入れ替えを行い，ひとり学び
の時間を確保した上で，短時間にまとめて授業を行った
こと，また学習者は容易に内容を整理し，大半の者が自
力で事例の段落を捉えることができたことを報告してい
る。
本実践は先の田中実践とは異なり，2教材を同時には
扱わず，1教材ずつ順に学習する展開であった。その際，
題材的にも，文章構成的にも共通性のある教材を用いる
ことで，事例列挙の展開構造のスキーマを働かせること
を主眼に方法意識の育成を図った点が特徴的であった。
このように，本実践からは，特定の認識方法，スキー
マの形成・活用をめざす場合には，題材，発想，文章構
造が類似した教材を用い，共通点を発見，意識させなが
ら，読みの方略的に自覚的な学習を繰り返し行うことの
重要性が示唆された。
3．1．3　河野実践について
河野実践では，情報の処理，活用能力に培うことをめ
ざして，論理の過程を読み取る力，筆者のものの見方，
考え方，論理の述べ方を読み取る力を鍛えることが必要
であるとし，そのためには読みの初めから憩の読み取り9）
による筆者を意識した読みが必要であるとした。そして，
具体的な方策として2教材以上を対等に位置づけるセッ
ト教材を用意し，読み取りを「筆者と筆者の対話」で行
うことを提案した。
セット教材の設定については，内容面，構造面，論理
的思考面の3点から考察されている。ここで取り上げる
5年生2学期の実践で用いられた2教材（三輪茂雄「粉
と生活」光村図書5年上，坂口康「くらしの中のまるい
形」東京書籍5年上）は，発想に共通性があるが，題材
は異なっている（どちらも暮らしの中に生かされている
ものを取り上げているが，それが「粉」と「まるい形」
で違う）セット教材として設定された。単元展開（全20
時間）は以下のとおりである。
第1次……読みの構えづくりI
・「わたしたちのくらしの中のいろいろなもの」とい
う単元名をもとに話し合い，2教材のうち読んでみ
たい作品を選ぶ。①
第2次……読みの構えづくりⅡ（ペア対談）
・ペア対談へ向けて自分が選んだ作品を読む。／相手
に聞く質問を考える。／ペア対談をし，相手にもっ
と聞きたい質問，相手から追求されるであろう問題
を整理する。④
第3次……グループ対グループによる対話
・ペア対談で出てきた問題についての討論会。⑧
第4次……表現活動
・「わたしたちのくらしの中のいろいろなもの」につ
いて説明文を書く。⑦
河野はこうした学習の成果として，学習者自らが表現
者の立場に立っことになり，従来の受け身的な説明的文
章の読みではなく，学習者自らが考える能動的主体的活
動を生んだこと，筆者の発想へ向かう読みを実現し，対
話の過程が情報生産の過程そのものとなり，その子なり
の発想，想を育て，文章表現への転化がスムーズに行わ
れたことをあげている。
このような成果を上げた要因としては，一つには，本
実践における2教材の扱い方があげられる。ここでは，
2教材を同時に扱ったが，先の田中実践のように一人の
学習者が2教材ともに読むことはしていない。しかし，
それぞれ一方の教材を読んだ者どうLが筆者の立場に立っ
て，もう一つの教材側へ質問したり応答したりする活動
スタイル（「筆者と筆者の対話」形式）をとっているこ
とから，結果的に選択した教材の読みを深くすることに
なった。
二つには，2教材の教材問の関係である。本実践の場
合，2教材ともに暮らしの中に生かされているものを取
り上げているという発想面での教材の共通性があった。
一方で題材面，文章構造面では差異がある教材であった。
そのため，どちらも同じように暮らしの中に生かされて
いるものを取り上げている文章なのに，なぜこのように
事例の取り上げ方や述べ方が違うのか等，筆者の見方・
考え方に迫っていくことができた。
題材，発想，構造の各面において，何がどのように共
通であり，違っているかという観点から，組み合わせる
教材のあり方，そして活用の仕方を検討することが重要
であることが，河野実践によっても示された。
3．1．4　＜2教材活用型＞実践例の特徴
表1は，検討した三つの＜2教材活用型＞の実践事例
の特徴をまとめたものである。特徴を整理する項目とし
て，「教材活用の方法」「単元の目標」「選定した教材問
の関係」「指導の方針」「時数」「学習活動」「指導上の留
意点」を置いた。得られたく2教材活用型＞の授業づく
りへの示唆は，以下のとおりである。
・2教材の活用によって，筆者のものの見方・考え方
を捉えることを主なねらいとする。
・教材選定に当たっては，題材，発想，文章構造を観
点として設定し，各観点における共通性，差異性の
ありようがどのようであるかを検討する。
・選定した教材をどのように活用するかについては，
同時活用（2教材を同時に与え活用させる場合）と
順次活用（1教材ずつ順に与え活用させる場合）と
に分けて考えることができる】0）。
・同時活用の場合，題材，発想，文章構造の観点のう
ち一つ（とりわけ題材）を共通にしておき，後は差
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の方
法
単元の 目標
選 定 した教 材
間 の関係
指 導の 方針 時数 学習 活動 指 導上 の留意 点題
材
発
想
文
章
構
造
A
1
中 同時
・筆者 のものの
」上 差 差 比 較読 み 7
・比較 項 目に基
づ く文章の 比
・比 較項 目の 設定
・比 較内 容が よくわか るよ
うに　 小 見出 しの活 用　 表
田 見 方 ・考え 方の 較検 討 （グル ー や 凶 式化な どの重 き方 の
中
実
践
2 活 用 雇 いの 才巴握
・「比較 する」技
能 の習 得
適 異 異 プ学 習 ）。
・グル ープ 学習
の結 果 規 全
休の まとめ。
工夫を指 示。
・1グル ープ につ き、比 較
す る項 目を二つ 選 び、学
習 を実施 J
A
小 順次
・表現 上の 特徴
に ナ主意 して内
容を理 解す る。
・列 挙 され た事
共 共 共
第 1教材 で 、
事例 整理 の
仕 方　 文章
7
・第 1教 材を読
み 、内容をまと
める。
・第 2教 材を 読
み 、内容をまと
める。
・同 じ観点 で複 数の 事例
を盤 亀
・表を用 いて 、全 体の 中に
事例 説 明の段 落を位 置づ
けさせ る
2 例を読 み 腋っ 構成 上の位 ・別 教材 を読み ・事例 の説 明そ のもの を
澤 て整理 す る方 置づ け方 を ＋ まとめ る。 丁蜜 に読 み 本 文とつ な
本 3 運用 法を身 に付 け 通 適 通 方法 意識 を Cと ・書 き出し、結
びの 書き方や 、
事例 のあげ 方
の特徴 を捉え
る。調べ たこと
を整 理 し、紹 介
し合 う。
・構 想を立て て
作 文を書 く。
ぐ。文 章全 体の 中で役 割
実 る。 持たせ な が を確認 しなが ら学 習を進
践 ・身 近な伝 統 行
事を八 百字程
度 の作 文 にまと
める。
ら学 習、第2
教材 で 自立
的に 読む
める。
・第 1教 材で は教 師 と共 に
精読 、第 2教 材 では学 習
者 の 自立 的な読 み を実
施
A
3
河 小 竺時
・情 報の処 理 ・
活 用能 ノブ
・論理 の過 程を
読 み 取る力 岸 ニl土 差
・2教 材 を対
等 に位 置づ
ける
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・単 元名をもと
にした吉札 ′合
い。
・選 択した教 材
を読 み 、ペ ア対
談す る。相手 に
聞きたい 質 問、
相 手か ら追求 ±
・筆者 にな って答え 、相 手
野
実
践
5 活 用
※
・筆者 のものの
見 方、考え 方、
論 理の 述べ 方
を読 み取 る力
衰 適 異 ∴筆者 と筆
者 の対 話」形
式
れ るであ ろう質
問を整 理す る。
・ペ ア対 談で 出
てきた間題 に
つ いて の討論
会 （グル ープ 対
グル ープ の対
話）。
の 筆者 に問 う対 話活 動
（ペ ア対 談、グル ー プ 対
話 ）の重視 。
※　同時に提示するが、学習者個人は1教材のみを詳しく読む。
異にするなど，観点を絞って限定的に比較できるよ
うにする。それによって，比較作業をしやすくし，
結果を明確にすることができる。
・順次活用の場合，基本となる主要教材の読み（学習）
を中心に置き，教材の扱いの比重を考える11）。
・特定の認識方法，スキーマの形成・活用をめざす場
合には，題材，発想，文章構造が類似した教材を用
い，共通点を発見，意識させながら，読みの方略的
に自覚的な学習を繰り返し行うことの導入が考えら
れる。
3．2＜多教材活用型＞の実践の場合
3．2．1河野実践について
本実践は，小学校生活最後の学習として位置づけられ
たものである。単元名は「二十一世紀に生きるわたした
ち－どういうことを考え，行っていけばよいのであろ
うか？」となっており，主要教材に教科書教材「二十一
世紀に生きる君たちへ」（司馬遼太郎，大阪書籍六年下）
を位置づけ，そのほかにセット教材として計5教材が用
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意されている。これらの教材は，学習者自らが情報を活
用し，筆者の発想を読み取ることができるようになるこ
とを意図して，セットにする教材は指導者側で準備され
た。具体的には，内容補足のためのセット教材と筆者の
発想を読み取るためのセット教材との2種類に分け，以
下のように設定している。
・内容補足のためのセット教材……（1）「君たちはど
う生きるか」（吉野源三郎，新潮社）
・筆者の発想を読み取るためのセット教材……（2）
「生きることの意味…ある少年のおいたち…」の初
めの言葉（高史明　筑摩書房），（3）「ぼくが世の
中に学んだこと」の終わりに書かれている「ぼくた
ちの生きる社会」より（鎌田慧，筑摩書房），（4）
「『わたし』とはだれか」（河合隼雄，光村図書6年
下）
このうち，筆者の発想を読み取るためのセット教材
（2）（3）については，生きることについての題材の取
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り上げ方は共通だが，生きることについて述べる際の筆
者の発想の視点が主要教材を含め三者三様で異なってい
るもの，ただし筆者の根底にあるのは，どれも生きるう
えにおいて，人との関わりを大切にすること，自分に厳
しく相手には優しくする心の大切さを訴えていることが
読み取れるものを教材として位置づけた。（4）につい
ては，主要教材に対して題材が異なり，発想に共通性の
ある教材として，情報生産へ向けて「わたし」の視点か
ら見っめていくことができるよう設定されたものである。
これらの教材群は全員に配布されたが，特に自分がこだ
わりたい文章を学習者自らが選び，主教材とセットして
活用させる方式がとられた。
また，内容補足のためのセット教材（1）については，
テクスト10章分を1章ごとに毎日印刷し，学習者が各自
自宅で読むように設定している。単元の流れは，以下の
とおりである。
第1次……読みの構え，学習課題づくり
・「二十一世に生きるわたしたち」を考え合う。①
・「二十一世紀に生きる君たちへ」を読んで，筆者に
尋ねたいことを見っけ，ペア対談等を通して学習課
題作りをする。①
第2次……学習課題に添って読み進める
・学習課題を解決しながら，段落ごとの要点を読み取
る。⑥
・筆者の発想を読み取り，二十一世紀へ向かっての生
き方について自分なりの考えを持つ。⑥
（一人調べ②，鎌田，高，河合各氏の文章とセット
して読み取る③，筆者の主張を読み取り，自分なり
の考えを持っ①）
第3次……二十一世紀へ向けて自分たちはどうしたら
よいのか5年生に伝える説明文を書く。④
主教材である「二十一世紀に生きる君たちへ」を自力
で読むことを経て，筆者の発想を生かしながら用意され
た複数教材を自分のこだわりに基づいて学習者が自己選
択，主教材とセットにして活用し，第三次で長文の説明
文を書く成果を収めた。
河野は，この実践について，読み取った筆者の発想の
あり方は，他教材のそれぞれの筆者の発想のありようと
重ね，比較する活動を通して，次第に学習者本人の中に
自分なりのものの見方，考え方の基盤を形成するように
なったこと，筆者の視点を通して複数の情報を処理，活
用してきたことが情報生産に生かされたことを指摘して
いる。
3．2．2吉井実践について
本実践は，6年生を対象に，複数教材を利用して環境
問題について考える新聞作りを行ったものである。吉井
は，自分を確立し始める時期である6年生に，自分たち
がはっきり知らなかった様々な環境問題を知り，感化を
食い止めねばならないという意識を持たせるとともに，
要旨，要約の学習を組むことにしたとしている。
用意された教材は，先の河野実践同様に計5教材であ
る。ただし，河野が教科書外にも積極的に教材を求めた
のに対し，すべて各社教科書所収の同様な発想・題材
（人間と自然との関わりの中で環境を悪化させている状
態に警鐘を鳴らすこと）の教材である（「太陽のめぐみ」
「オゾンがこわれる」光村6年上，「今，地球の大気に」
自書6年下，「人間がさばくを作った」東書6年上，「宇
宙船地球号」学図6年下）。一部，学習者自身で教材
（資料）を見つけ活用することを認めているが，基本的
には教材は指導者で設定している。
単元でねらう力としては，情報収集力，情報整理力，
情報再構成力，情報伝達力などからなる情報を操作する
力を位置づけた。最終的な表現活動として新聞作りを行
うこととし，単元計画（全12時間）を以下の3段階で構
成した。
・基礎的学習……使用している教科書教材について要
旨を捉える学習を学級全体で行う。⑦
・練習学習……基礎的学習の段階と同様な学習を別教
材で行う。②
・応用・発展学習……個人の考えに基づいて教材（資
料）を選択し活用していく。③
各段階ごとに2教材（「太陽のめぐみ」「オゾンがこわ
れる」），1教材（「今，地球の大気に」），2教材（「人間
がさばくを作った」「宇宙船地球号」）を配し，学習した
教材ごとに新聞作りを進行させていく方法をとっている。
共通教材から学習者の自己選択教材へという流れ，読み
（学習）が散漫にならないよう，ねらいに即して教材文
を指導者側で選定し与えているところは，河野実践と共
通である。
実践の成果としては，3段階の学習で，情報操作力
（要旨，要約，敷桁等）がかなりついたことをあげてい
る。また，・複数教材を活用したからこその効用として，
新聞作りにおいて作成した社説記事をあげ，「今，地球
はいろいろな大問題を抱えています。この新聞の中には
載っていませんが，ゴミ問題，自然破壊の問題もありま
す。…中略…いっまでも，私たちを守ってくれるように，
私たちも環境を守ろうではありませんか」という記述に
見られるように，教材から離れた問題まで引き出して学習
者が自分の意見を書くことができたことを報告している。
3．2．3　＜多教材活用型＞実践例の特徴
表2は検討した二つの＜多教材活用型＞の実践事例の
特徴をまとめたものである。得られたく多教材活用型＞
説明的文章の学習指導における複数教材活用の視点
表2．複数教材を活用した実践の特徴　＜多教材活用型＞
対
象
学
年
教材
活用
の方
法
教
材
数
単元の 目標
選定した教
材間の関係
指導の方針 時
数
学習活動 指導上の留意点
題
材
発
想
文
章
構
造
B
′ト 順次
5
・テーマについて 5
5
つ
の
う
報
・自力で一教材
18
・主教材のテー
マについて考え
合う。
・主教材を読
・学 習課題づくり
はペア対談を通
して行う。
・セットにする教
材 はすべて教師
で用意する。
・主要教材を中
心に読み放り、他
教材は 主要教材
自分なりの発想 つ ち み　 塞者に尋ね の読みを補充す
を准得する の 2 たいことを見つ る位置づけ
1
河
・学習者 自ら情報 フ
ち
つ
と
を読み抜き、自
分なりの発 想を
け、学習課題 作 ・主教材の内容
を補足　 取捨選 fE りかする 補足ための教材
野 6 満用 択　 再構成　 浩 4 別 異 獲得できるよう ・学習課題に添 は　 一章ごと毎 日
実
践
用しながら、一教
材の筆者 の発想
つ
は
±ヒ
の
3
にセット教材を
位 置づける。
って読み進め
る。
配布 、自宅で読
むこととする。
を読み取る。
通
つ
が
各
共
通
・テーマについ
ての自分の考
えを説明文に
書く。
・他の教材は、全
員配布するが、
各 自がこだわりた
いものを自ら選
び、主教材とセッ
ト化させる。
・説 明文は5年生
に伝えるものとし
て書く。
B
2
′ト 順次
5
情報を操作する
力
共 共 差
関連性のある複
数教材を、基礎
12
・教科書教材の
要 旨を捉える。
（基礎的学習）
・別教材の要 旨
・新聞記事づくり
は、学習した教
材ごとに進めて
こヒ （情報収集力、酒 的学習 、練習
学習、応用 ・発
展学習 の三段
階に分けて学
習する。
を捉 える。（練 いく。
・各段階ごとに記
事のスペ ースを
指定、記入のポ
イントを示した千
引きを配布ウ
井
実
践
6 活用 報整理力、 情
報再構成力、情
報伝達力）
通 通 異 習学習）
・個人の考えに
基づいて教材
を選択し、新聞
記事を書く。
の授業づくりへの示唆は，以下のとおりである。
・順次活用を基本とする。同時活用では，学習が散漫
になりがちとなる。
・教材数が多くなり，文章構造については差異性が強
くなるため，題材，発想については共通性のあるも
のも相当数設定しておく必要がある。
・主教材とその他の教材の学習時間，学習方法に明確
に差異を設け，単元のねらいに即した学習とする。
4　まとめと今後の課題
ここまでく2教材活用型＞とく多教材活用型＞とに分け
て先行実践を検討し，各々の特徴を示した。最後に，今
後の課題とともにそれらをまとめておきたい。
（1）単元の目標と活用型との関係について
表3は単元の目標による活用型の特徴を示したもので
ある。これによると，＜2教材活用型＞の場合は，主に
認識方法を習得させたり筆者のものの見方，考え方をつ
かませたりすることをめざして，また＜多教材活用型＞
は，主に自己の発想の獲得をめざして実践されているこ
とがわかる。情報活用力については，多くの教材からの
情報を処理・活用することになるため，＜多教材活用型＞に
おいてより意識されていることがうかがえる。
衷3．単元の目標による活用型の特徴
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目標の具体的内容 2教材活用型 多教材活用型
認識方法の習得 AI　A2
筆者のものの見
方、考え方の把握 AI　A2　A3 Bl
自己の発想の獲得 Bl
情報活用力 A3 BI　B2
したがって，指導の際には，まず当該単元で認識方法
の習得や，筆者のものの見方，考え方の把握を主にめざ
すのか，自己の発想の獲得を中心的にめざすのかによっ
て，取り扱う教材数を2教材にするか，3教材以上にす
るか決定することが必要である。
（2）教材選定の観点について
教材選定に当たっては，題材，発想，文章構造を
観点として設定し，各観点における共通性，差異性
のありようがどのようであるかを検討する。
＜2教材活用型＞の場合は，比較作業が行いやすいた
め，三っの観点のうち一つを違える（共通，または差異
にする）ことで，授業を構成しやすくなる。
＜多教材活用型＞は，教材数が多くなり，文章構造に
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ついては差異性が強くなるため，題材，発想については
共通なものを相当数設定しておくことが必要である。
（3）教材の活用方法について
選定した教材の活用方法としては，同時活用と順次活
用とに分けて考える。
＜2教材活用型＞の場合は，当該授業でつけたい力
（単元の目標）の設定の仕方によって，同時活用と順次
活用を使い分けることが望ましい。特に同時活用を採用
する場合には，題材，発想，文章構造の3観点のうち一
つ（とりわけ題材）を共通にしておき，後は差異にする
など観点を絞って限定的に比較できるようにする。逆に
特定の認識方法，スキーマの形成・活用をめざす場合に
は，題材，発想，文章構造が類似した教材を順次活用と
して用い，共通点を発見　意識させながら，読みの方略
的に自覚的な学習を繰り返し行うことが考えられる。
＜多教材活用型＞では，同時活用の方式をとると学習
が散漫になりがちであるため，順次活用を基本とする。
さらに，順次活用であれ同時活用であれ，基本となる
主教材の読み（学習）を中心にして他の教材の扱い方と
差異を設け，単元のねらいに合致するよう配慮する。
また，発達段階的には，概ね小学校段階では＜2教材
活用型＞で順次活用による比較の観点を限定した活用を
基本とするようにする。その後は学習者の状況に応じて
同時活用の導入を適宜図っていく。
（4）今後の課題
本研究では，検討した実践の数が計5事例と少なかっ
た。典型例と見なすこともできるが，今回兄いだされた
複数教材を活用するための授業づくりの視点を基本的な
枠組みとし，より多くの事例数の検討を付加していくこ
とで，提示した視点，枠組みの補強，改善を図り，実践
により機能するものとしていくことが今後の課題である。
＜注＞
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2）森田信義（1998）『説明的文章教育の目標と内容一何を，
なぜ教えるのか－』渓水杜，p．40
3）渋谷孝（1999）『説明文教材の新しい教え方』明治図書，
pp．80諸1
4）田中美也子（1989）「説明的文章における『情報読み』学
習の指導についての一考察一複数の資料の『比較読み』指導
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